
　

礼拝開始（10時15分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

早天の窓

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

私たちは、赦されていない、愛されていない理由を手を伸ばして探し
ているのです。そこに罠が仕掛けられていて「私は赦されていない」「私
は愛されていない」となってしまうのです。そうならないために、「私
は愛されているんだ！逃げない！必ず神さまがよくしてくださる！」
と信じて耐え忍ぶのです。ダビデもどんなときにも「主がよくしてく
ださったことを何一つ忘れるな。」と自分に言い聞かせて山に向かって
目を上げたのです。「これだけしてあげたのに。」と思っている人はつ
まずきます。この言葉は私たちを誘惑してきます。2000 年前にイエ
スキリストが私たちのために犠牲になってくれたことを忘れて、彼を
呪うようになっては行けません。

　
　あるお金持ちの婦人が古いお城を買って、修復が終わり完成のパー
ティーを開きました。招かれた人たちの中にランドシーアもいました。
パーティーで一人の女中がワインをこぼし、きれいに修復されたばか
りの漆喰のかべにワインがかかり汚してしまいました。女中は謝り、
その場から去りました。次の日、パーティーに招かれた人たちは城の
郊外へ散策に出かけましたが、ランドシーアは城に残りワインで汚れ
た壁に絵を描きました。散策から帰ってきた主人はその壁画を見て、
女中に、「あなたがワインをこぼしてしまったおかげで、こんなに素晴
らしい絵を描いてもらえました。ありがとう。」言ったのです。神さま
がなさることは、この話のように私たちにはよくわからないのです。
　この女中は、ワインをこぼしてしまったことで、もう辞めようと思っ
たはずです。ところが次の日、ワインをこぼしてしまったことが、人々
の前で面目を保つどころか主人に感謝されるような事態になりました。

　盲人がイエス様のところに連れてこられた記事があります。そこで
イエスキリストはこのように言われました。「見えないのは、彼が罪を
犯したからでもなく、彼の両親が罪を犯したからでもない。神の栄光
があらわれるためだ。」神さまは、私たちが諦めなければ、つまずかな
ければ、その出来事を益と変えることができるということを知らなけ
ればなりません。なぜなら神さまは私たちの過去の全ての罪を赦すこ
とができるからです。
　この盲人と両親は本当に罪を犯していなかったのでしょうか？違い
ます。私たちは、もともと罪とその代償を受けているのです。イエス
キリストは赦したからそう言えたのです。赦すどころか、それを解決
する力も持っていたからです。だから神さまは、その時の出来事に目
を向けるのではなく、その後のことを見て「神の栄光があらわれるの
だ。」と言ったのです。アダムとエバの罪は、神の栄光となって、今日、
私たちに与えられています。

 

来週の奉仕者
（3月１０日）

今週は…詩篇44：1～詩篇49：12

　～リビングライフより～

「初めてのコラム」「初めてのコラム」

（ ２０２４ 年２月２５日 ） 

（要約者：秋山 恭子）

　今週のリビングライフは、詩篇44:1から49:11になります。
週の真ん中、水曜日には 46 篇に入ります。詩篇のなかでも、とくに神の守り
に対する不動の確信というべきものを豊かにたたえているのがこの箇所です。
ですから「聖なる信頼の歌」（THE SONG OF HOLY CONFIDENCE）とも言わ
れています。「信頼」には、いろいろあります。神さまを知らない人たちにお
いては、信頼といえば、多くは人間に対してであり、あるいはお金や組織（会社）
などへのものだと思いますが、それらはすべていざという時には、あえなく崩
れ去るようなものでしかありません。いかなることがあろうとも、壊れること
のない神への信頼こそ、聖なる信頼ということができます。

【新共同訳】詩篇46篇
 1: 神はわたしたちの避けどころ、わたしたちの砦。苦難のとき、必ずそこに
いまして助けてくださる。
 2: わたしたちは決して恐れない／地が姿を変え／山々が揺らいで海の中に移
るとも
 3:海の水が騒ぎ、沸き返り／その高ぶるさまに山々が震えるとも。
 4:大河とその流れは、神の都に喜びを与える／いと高き神のいます聖所に。

　避けどころ（隠れ家）を持つ私たちは、病気などの苦しみの時、他者から非難、
攻撃され、あるいは中傷されたときには魂が大きく傷つきあるいは、壊れてし
まいそうな時でも、そこで安らぐことができます。傷口をいやすことができる。
壊れかかった心を修復していただき、再びいのちの息づく魂へと変えていただ
けるのです。それは、天地創造の神から来るのです。だから、作者は、天地創
造のことをここで述べているのです。天地創造をした神だから、天地にいかな
る動揺や破壊が生じようとも、そこから修復することが可能になるのは当然な
のです。また、4節の「大河」と訳された原語（ヘブル語）は、ナーハールで、
一般の川とユーフラテスのような大河の両方の意味を持ちます。日本語訳も口
語訳、新改訳、関根正雄訳などすべて、「川」と訳されていますが、新共同訳
で大河と訳されています。これは、豊かな川の流れを強調するためだと考えら
れ、今回紹介しています。
　だから、私たちも何か困難に直面したとき、天地創造をされた神を思い起こ
すのです。そのとき、私たちの眼前にある難しい問題とみえるものも、おのず
から、溶けていくようにその問題が消えていくでしょう。

牧 一穂 先生
西嵜 芳栄 伝道師
全本 みどり 
西嵜 達也
曽我佐知子

27 日　中島栄子
30 日　永井証
30 日　岩崎まり子

　

3 月の誕生者
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　創世記でアダムとエバが罪を犯したとき「手を伸ばした」と書かれ
ています。そして取税人マタイがお金を集めていたとき、イエス様が
マタイの前に来て「私についてきなさい。」と言われた場面でも「手を
伸ばした」とあります。この二つの「手を伸ばした」は同じ意味の言
葉であることを以前学びました。ということは、神さまは人の理不尽
を通してその人に救いをもたらすのです。いったい人はどんなことで
つまずくのでしょうか？それは普段その人が「欲していること」なの
です。木の実があって、そこに罠が潜んでいたのです。アダムは罪を
犯したとき「この女があの木から取って私にくれたので食べたのです。」
と言いました。でも、その実に手を伸ばしたのは、アダムです。残念
なことですが、私たちは手を伸ばすから罠にかかるのです。イノシシ
が餌に釣られて罠にかかるように、私たちは普段から欲していること、
思っていることにつまずくのです。遅かれ早かれ私たちは誘惑されて
いるのです。だから、つまずかせるくらいなら、からだ全体がゲヘナ
に行くよりマシだから、その目を、その手を取った方がよい、そして
つまずきを起こさせることも忌まわしいことだと聖書は言っています。
　この理不尽の社会の中にはいつもつまずきがあります。しかし私た
ちは、人々をつまずかせないということも考えなければいけません。
人をつまずかせることは、石臼を首に結わえて海に投げ込んだ方がマ
シだというくらい重罪なのです。自分の生き方、考え方が人々をつま
ずかせ、イエス様か引き離してはいけません。そして、自分自身もつ
まずいてはいけません。

　
　マタイ 24 章 4 節「人に惑わされないように気をつけなさい」イエ
ス様よりも人を見てしまうとつまずいてしまいます。私たちは人に何
を言われてもそんなことはどうでもよいことです。神さまが私たち一
人一人にしてくださった愛は、人に何かを言われたくらいで壊れてし
まうものではありません。私たちははじめの愛から離れ、ずれてしまっ
たからこのような状況になるのです。（マタイ 24 章 6～ 7 節）神さま
が悪いのではありません。任されたのは私たちだからです。マタイ 24
章 10 節ではこのようなつまずきは避けられないが、最後まで耐え忍
ぶ者は救われると言っています。では、なぜつまずくのでしょう？こ
こで、「あなたは赦されたのか？」ということを皆さんに投げかけたい
のです。私たちは赦されたことがわからなくなっているからつまずく
のです。神さまは「あなたは赦されたのだから、赦せ。」と言われてい
ます。しかし使徒たちはルカ 17 章 5 節で「そんなことを言われても
赦せません。だから私たちの信仰を増し加えてください。」と言いまし
た。それに対して主は、からし種ほどの信仰があればよい、と言われ
ました。ここで言われているのは「赦されたことを思い出せ。」という
ことです。からし種ほどの小さな赦す力があれば、赦せないという大
きな山に対しても奇跡が起こるのです。自分は赦されたという確信が
あれば赦せるのです。しかし私たちは行為を見てしまいます。私たち
は赦されるために奉仕をしているのではありません。今までの価値観
に支配されているから私たちはこのことを勘違いしてしまいます。
　自分の最初の悪を忘れ、今は、「してあげている」という目線になっ
てしまいます。潜在的に赦されている確信を忘れてしまうから、赦さ
れるために頑張ってしまうのです。私たちの奉仕は、神さまが赦して
くださったことを感謝しているから、神さまの前に愛を表そうとして
いる表れなのです。過去を消し去るためにしているなら、それは奉仕
ではなく償いです。人生は償いではなく、神さまへの喜びの恩返しです。

　
　お父さんは陶芸家からもらった器をとても大事にしていました。し
かしあるとき女の子が誤ってそれを割ってしまいました。お父さんは
心の中で「なんてことをしてくれたんだ！！！」と怒りを覚えましたが、
女の子が「お父さん、本当にごめんなさい。」と真実に謝るので、「いいよ。
わざとじゃないからね。」と言い赦しました。ところがその日から女の
子は、なんとかお父さんに赦してもらおうとお年玉をためたお金を持っ
てきたり色々なことをしました。
　神さまと私たちの関係もこのようになっていませんか？これはつま
ずきです。「赦された」と言っているのに赦されたかどうかわからない、
「愛されている」と言っているのに愛されているかどうかわからない。

横山菜月

佐藤沙紀

小川節子
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さいごに21 日   浅本小百合
23 日   藤原靖子
24 日   泉水浩
25 日   小川節子
26 日   岩崎櫻

  

    

  7 日   淺野祐稀
  8 日   河島稜
10 日   日名洋
11 日   佐藤沙紀
 
 

13 日  泉水泰行
14 日  亀澤温翔  
15 日  横山由芽
15 日  矢崎心結
20 日  妹尾由紀子

2日   泉水恵子
3日   淺野恵子
4 日   横山菜月
  5 日　中島歩美
6 日   藤林把宇路

 

　マタイ 5 章 3 節「心の貧しい者は幸いです。天の御国はその人
マタイ 18 章 8～ 11　「つまずくな」のものだからです。」あなた
はなぜここにいるのですか？あなたは神さまと一緒にいる理由が
わからなくなっていませんか？思い返してください。
「主がよくしてくださったことを何一つ忘れるな。」とダビデは命
がけでこのことを私たちに残してくれました。「神へのいけにえは
砕かれた霊。砕かれた、悔いた心。神よ。あなたはそれをさげす
まれません（詩篇51；17）」
　誰かに何をされようが、何を言われようが、神は私たちを愛し
赦したのです。それを忘れてはいけません。

  ：

　初めてコラムの奉仕の機会が与えられました。それは私に
とって驚きでした。コラムに何を書こうかと自分と向き合う中
で心に示された事は『ことば』です。
　教会に通うようになって、私は、今まで何気なく否定的な言
葉を使っていたことに気づかされるようになりました。そして、
意識して肯定的に言い換えて話す事を試みています。
　そして、教会の中での関わりを通して、そもそも、自分のも
のの見方、ものの聞き方を元に言葉が出ているという事に気が
付く事もできました。

　これからは、自分で考えるだけではなく、神様を通した目線、
聞き方ができる者にしてください。物事の本質を極める力のあ
る者へと導いてくださいと、祈りながら、発する言葉に気をつ
けていきたいと思います。

マルコ 4：23、24
『聞く耳のある者は聞きなさい。』又、彼らに言われた、「聞く
ことがらに注意しなさい。あなたがたの量るそのはかりで、自
分にも量り与えられ、その上になお増し加えられるであろう。」

司 　 　 会
代 表 祈 祷
献 　 　 金

準 備 賛 美
ｱ ｼ ｽ ﾀ ﾝ ﾄ

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ
アッシャー

要約（次週）
ｺﾗﾑ（次 週）

：
：
：
：
：
：
:
:
：
：
：
：
：

日名 洋
行司 伝道師
西嵜 孝之
a藤原 友規子
辻 総一郎
富岡 牧
高橋 司
牧 結果子

岡本 享子
高橋 奈津江
岡本 享子
横山 栄子

聖 日 準 備

食 事
片　付　け

：

：
：

佳世ファミリー
（DEF）

日名ファミリー

各　自

セル活動

        　 

聖　餐　礼　拝聖　餐　礼　拝

ある女の子とお父さんの話です。

なぜつまずきが起こるのか。
目の見えない人の出来事を通して

エドウィン・ヘンリー・ランドシーアの話

マタイ 18章 8～ 11　「つまずくな」

    

河島稜

横山由芽 矢崎心結

藤原靖子

永井証 岩崎まり子

淺野恵子

日名洋

泉水浩

中島歩美

岩崎櫻

藤林把宇路

泉水泰行

妹尾由紀子

中島栄子

淺野祐稀

亀澤温翔

浅本小百合

  　
 ②なぜつまずくのか」
「キリストの弟子の条件と約束 

ルカ １7：5 - 10
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山本 麻美19:00~ ゴスペル練習

19:00~ ゴスペル練習

19:00~ ゴスペル練習

kiki さんレッスン
ゴスペルライトボックス
がきます！お楽しみに！

じょいふるキッズ15：00~

じょいふるキッズ15：00~
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逃走中

てもて塾

サンデー卒業旅行

中島 栄子


